
 

 

 

 

 

 

○学校からの電話連絡についてのお願い○ 

   現在、多摩地区ではインフルエンザが流行し始めています。新町中ではまだその兆しはありませんが、流行

し始めると一気に広がるので体調管理が大切だと実感します。 

もし学校でお子様が体調不良（けがを含む）になったら、保健室または担任から保護者の皆様に電話連絡

をさせていただきます。体調の状況に応じて一人で下校できる時もあれば、お迎えをお願いする場合もあり

ますが、いずれにしても一人で下校時間前に帰す場合は、安全のため原則は保護者に連絡が取れてからにし

ています。連絡先に複数の番号を書いていただいている場合は、順番にかけて電話がつながった方に連絡し

て下校となりますが、どなたにもつながらず返信もない場合は体調不良のまま待機すること

になり、健康上好ましくありません。 

そこで、学校からの電話（０４２８－３１－０４１１）がありましたらお手数ですが電話

の返信をお願いいたします。お仕事中で難しい場合は、ご家族に返信を依頼していた

だくか、改めてつながりやすいご家族の電話番号を担任に伝えていただくと助かり

ます。緊急の場合や何度もつながらないことが続いた場合には職場にお電話させてい

ただく可能性もあります。お子様の健康、安全のためご協力、ご理解お願いいたします。 

                           

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

富士塚 
教育目標 ・すすんで学ぼう  ・美しい心を育てよう  ・たくましい体をつくろう 

経営理念  自分と人類の幸福を創造する人材の育成 
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                 ピースメッセンジャー校内発表会 

10月 7日の朝礼で 2年の       さんが「青梅・羽村ピースメッセンジャー」の校内報告会を行いました。出

発前に事前研修を行い、7月 29日には出発式、7月 31日～8月2日に広島を訪れました。その後、事後学習を

経て、8月 17日に参加者全員で派遣報告会を行い、学んできたことをグループで協力して発表しました（写真①） 

新町中学校での発表に際して、現地で経験してきたことや自分の感想を文章にして、資料を選び画像資料にま

とめました。資料をまとめる中で、    さんが発表で使うために広島平和記念資料館に依頼した3枚の写真があ

ります。それは、「原爆のきのこ雲」「三輪車（原爆で亡くなった子どもが乗っていたもの）」「平和の灯」（写真②）で

す。その 3枚を加えて、画像を示しながら広島での体験、そして原爆について自分の言葉で報告しました。 

     さんは最後に次のような言葉で報告を締めくくりました。「私はこのピースメッセンジャー事業を通して平

和や戦争、原爆について学ぶことがたくさんありました。今回話を聞いた被爆体験伝承者の『死者は数ではな

い。』という言葉が心に残りました。それぞれに夢や希望、人生があったのです。当たり前の日々を送り、平和や戦

争について考えることなく過ごせている今がどれほど幸せであるかということを忘れてはいけません。戦後 80

年を迎えた今、被爆者の方から直接話を聞ける機会は減ってきています。原爆が投下された唯一の国であるとい

うこと、あの日あの場所で起こったことを絶えず伝え続けることが私たちの役割だと思っています。広島で起き

た悲劇を誰もが知り、平和でいる意味を考えることが大切だと思いました。」 

 ←写真①   さん 2 列

目右から 3人目 

写真②「平和の灯」→ 

水を求めてやまなかっ

た犠牲者を慰め、核兵器

廃絶と世界恒久平和を

希求する目的で建立。 

希求するため。 

特記事項 



 

 
第２学年 職場体験② 

２年生の学年便りでもお知らせの通り、職場体験事

後学習は、新聞形式で作成し、発表が終わったクラ

スから掲示されています。体験で学んだことをとて

も読みやすいレイアウトでまとめてありますので、保

護者の皆様もご来校の機会にぜひご覧ください。 

左：保育園  

左下：和菓子店       下：畜産試験場 

 

← 衣料品店        ↑老人福祉施設 

♪事後学習のコメントから♪（①リサイクルセンター ②製餡所 での職場体験） 

① 「印象的だった出来事」・・・（ゴミが）意外と分別されていない！！ペットボトルの処理をしているときに缶やキャ

ップ付きペットボトルが大量に流れてきた。この出来事から、みんなが分別しているわけじゃないと思いました。

またこういうとき、自分の代わりに誰かが分別して処理してくれていると思うと、分別の大切さが分かってきた。 

② 「職場体験を終えて」＆「後輩へのアドバイス」・・・体験をし、重いものを運んだりして大変だったけれども、これが

お客さんに届くと考えるととてもやりがいのある仕事でした。（後輩へ）人の話を相手の目を見てよく聞くと相手

からの印象も良くなり、内容も頭に入るので話をよく聞きましょう。 

校長室の前の掲示板に「学校だより」の題字プレートが欲しくて美術部の音道

先生に依頼したところ、1年の      さんがとても素敵な作品 ➡ 

を作ってくれました。有難うございます。大切に使わせてもらいます。      


